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令
和
８
年
お
お
い
町
消
防
出
初
式

　「
令
和
8
年
お
お
い
町
消
防
出
初
式
」
が
1
月
10
日
（
土
）
に
名
田

庄
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
閲
式
や
南
川
に
向
け
て
の
一
斉
放
水
の
後
、

消
防
団
員
は
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
分
列
行
進
し
ま
し
た
。



おおい町長

中塚　寛

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
に
て
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
お
お
い
町
の
将
来
を
寿

こ
と
ほ

ぎ
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
70
か
ら
半
世
紀

を
経
て
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
55
年
前
の
大
阪
万
博
で
は
美
浜
町
か

ら
原
子
力
に
よ
る
電
気
が
送
ら
れ
、
ア
ポ
ロ

12
号
が
持
ち
帰
っ
た
月
の
石
が
展
示
さ
れ
る

な
ど
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
シ
ン
ボ
ラ

イ
ズ
し
た
国
際
博
覧
会
で
し
た
が
、
今
回
の

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
お
お
い
町
か
ら
、

原
子
力
に
よ
っ
て
水
を
電
気
分
解
し
た
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
水
素
を
製
造
・
供

給
し
、
水
素
燃
料
電
池
船
「
ま
ほ
ろ
ば
」
の

運
行
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

日
本
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
原
子

力
に
加
え
、
新
た
に
水
素
の
供
給
に
よ
っ
て

環
境
に
も
や
さ
し
い
町
と
し
て
お
お
い
町
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
半
世
紀
前
と
比
較
し
て
も
都
市
と

の
人
口
や
生
活
基
盤
の
格
差
は
拡
大
し
続
け

て
お
り
、
小
浜
付
近
を
通
る
は
ず
の
北
陸
新

幹
線
も
な
か
な
か
延
伸
が
見
通
せ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
に
そ
の
実
現
に
向
け
た
署

名
活
動
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
電
気
で
走
る
新
幹
線
が
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
国
を
支
え
て
き
た
電
源
地
域
を
通
ら

な
い
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
若
狭
地
域
の

繁
栄
の
た
め
に
も
、
将
来
を
見
据
え
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い
て

は
、
昨
年
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
「
第

７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
こ
れ
ま
で

の
依
存
度
を
低
減
す
る
と
さ
れ
て
い
た
原
子

力
の
最
大
限
活
用
へ
と
大
き
く
転
換
さ
れ
、

新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
に
お
い
て
も
そ
の
方

針
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
福
島
の
事
故
を
経
験
し
た
我

が
国
に
お
い
て
も
原
子
力
政
策
の
必
要
性
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
が
、
再
処
理
や
バ
ッ
ク
エ

ン
ド
な
ど
山
積
す
る
課
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
将
来
に
わ
た
っ
て
原
子
力
政
策
は
前
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
国
策
の
推
進
に
責

任
を
有
す
る
国
に
対
し
て
迅
速
か
つ
主
体
的

な
取
り
組
み
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
立
地
地
域
の
将
来
像
構
築
に
向

け
た
「
共
創
会
議
」
の
取
り
組
み
に
お
い
て

も
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
お
お
い
町
の
将

来
像
と
持
続
的
繁
栄
に
向
け
た
取
り
組
み
を

加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

夏
の
水
不
足
で
は
少
雨
に
よ
り
、
佐
分
利

川
の
表
流
水
は
枯
渇
し
、
大
津
呂
ダ
ム
の
貯

水
率
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
低
下

し
ま
し
た
。
農
業
用
水
の
不
足
や
飲
料
水
の

確
保
に
お
い
て
、
議
員
各
位
や
多
く
の
町
民

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
と
大
飯
発
電
所
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
無
事
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
改
め
て
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

秋
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
「
街
の
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
」
に
お
き
ま
し
て
、
お
お
い
町
は

北
陸
三
県
で
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
「
住
ん
で
い
る
人
達
が
幸
福
を
感
じ
て
い

る
か
ど
う
か
」
の
調
査
で
あ
り
、
お
お
い
町

の
皆
さ
ん
の
幸
福
度
が
高
い
と
い
う
、
と
て

も
光
栄
な
結
果
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
て

い
な
い
交
通
利
便
性
や
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
き
生
き
と
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に

も
、
さ
ら
に
満
足
度
の
向
上
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
21
日
に
は
女
性
初
の
高
市
内
閣
総
理
大

臣
が
誕
生
し
、
空
白
の
30
年
に
よ
っ
て
失
わ
れ

た
成
長
へ
の
積
極
財
政
や
、
強
い
日
本
の
再
来

に
向
け
た
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
高
市
総
理
は
原
子
力
に
も
、
地
方
創

成
に
も
理
解
の
深
い
方
で
す
の
で
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
必
要
な
改
革
を
進
め
る
べ
く

関
係
機
関
に
対
し
て
し
っ
か
り
主
張
し
、
町
の

可
能
性
を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
政
府
は
年
末
に
物
価
高
騰
対
策
を
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
国
に
先
駆
け
て
、
夏
の

１
万
円
の
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
や
年
末
年
始
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
皆
さ
ま
の
生
活
を
支
え
る

と
と
も
に
、こ
れ
ら
に
加
え
、国
の
方
針
に
沿
っ

て
物
価
高
騰
対
策
と
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

本
年
は
新
町
お
お
い
町
誕
生
か
ら
20
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町

政
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の

皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
町
の

持
続
的
な
発
展
と
、
町
民
皆
さ
ま
の
元
気
、
町

の
元
気
を
創
出
す
る
た
め
に
誠
心
誠
意
、
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

旧
に
倍
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
町
民
皆
さ
ま
、
お
一
人
お
ひ

と
り
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新

おおい町制20周年

　　持続的繁栄と希望の未来へ

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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おおい町議会　議長

原田　和美

開かれた議会で、 全ての世代が

安心して暮らせる町の実現へ

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
お
お
い
町
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
お
お

い
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
議
員
一
同
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
わ
が
国
全

体
で
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
都
市
一

極
集
中
な
ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

顕
在
化
し
、
お
お
い
町
に
お
い
て
も
人
口

の
減
少
に
伴
う
生
活
基
盤
の
支
え
手
や
地

域
活
動
の
担
い
手
に
関
係
す
る
地
域
社
会

の
持
続
可
能
性
が
大
き
な
課
題
と
し
て
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
国
内
で
は
、
大

阪
関
西
万
博
の
開
幕
が
新
し
い
時
代
の
創

造
力
や
未
来
へ
の
期
待
を
示
し
、
Ａ
Ｉ
技

術
の
発
展
が
、
医
療
や
教
育
、
産
業
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
る
新
し
い
力
と
し
て
役
割

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

半
世
紀
に
わ
た
り
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
関
わ
っ
て
き
た
我
が
町
で
は
、
原
子
力

発
電
は
も
と
よ
り
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
う
新
た
な
分
野
に
お
い
て
も
、
社
会
や

地
域
の
未
来
に
貢
献
す
る
可
能
性
を
感
じ

る
年
で
し
た
。

　

ま
た
、「
街
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に

お
い
て
、
町
が
北
陸
三
県
で
一
位
の
評
価
を

受
け
た
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
課
題

の
中
に
あ
っ
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
と
の

連
携
や
新
し
い
分
野
へ
の
取
り
組
み
が
町
の

発
展
に
繋
が
り
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
お
お
い
町
議
会
で
は
町
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
真
摯
に
応
え
信
頼
さ
れ
る
議
会

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
議
会
活
動
の
活

性
化
と
見
え
る
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
活
動
が
で
き
る
通
年
議
会

を
取
り
入
れ
て
か
ら
今
年
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
本
年
も
、
活
発
な
委
員
会
活
動
に

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
暮
ら
し
や
す
く
活
気
あ
る
町
を
つ
く

る
た
め
の
積
極
的
な
政
策
提
言
、
提
案
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
、
若
い
方
々
に
、

政
治
や
議
会
、
町
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
議
会
報
告
会
や
町

内
イ
ベ
ン
ト
の
議
会
コ
ー
ナ
ー
で
皆
さ
ま
に

お
目
に
か
か
り
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
議
員
一
同
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新

おおい町議会だより

バックナンバー

令和8年も議員一同、皆さまの声を町政に届け、期待に応える議会活動を展開して参ります。
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おおい町長選挙のおおい町長選挙の

選挙期日が決定しました選挙期日が決定しました

選挙管理委員会事務局　☎ 77-4050問

　令和８年４月１日に任期満了を迎えるおおい町長選挙が３月
２４日（火）に告示され、３月２９日（日）に投開票を行うこ
とが決定されました。

大 飯 地 域 ：午前７時から午後８時

名田庄地域：午前７時から午後７時

地域によって、当日の投票時間が異なります。
必ず時間内に投票を済ませましょう。

３月２９日（日）

■ 選挙投票日

■ 期日前投票

おおい町役場２階　正庁ホール　午前８時３０分から午後５時

３月２４日（火）

■ 立候補届出日（告示日）

投票日に仕事や旅行等により投票に行けない人は、期日前投票ができます。

３月２５日（水）から３月２８日（土）

午前８時３０分から午後８時

大 飯 地 域 ：おおい町役場

名田庄地域：里山文化交流センター

※お住いの地域に関係なく、どちらの期日前投票所でも投票できます。

期日前期日前

投票所投票所

おおい町長選挙立候補

予定者説明会のお知らせ

と　き　　２月２０日（金）
　　　　　　　　午前１０時から

期日前投票の送迎バスについて

　３月２５日から３月２７日の３日間、各地区から期
日前投票所まで送迎バスの運行を予定しています。
　詳しい運行内容につきましては、今後配布するチラ
シやホームページでご確認ください。
　予約は不要で、無料でご利用いただけます。ぜひご
利用ください。
※３月２８日と３月２９日は運行しません。
　ご注意ください。

ところ　　おおい町役場２階
　　　　　　　　正庁ホール

対　象　　おおい町長選挙におけ
　　　　　る立候補予定者および
　　　　　その関係者
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　子育て応援手当は、長期化する物価高の影響を強く受けている子育て世帯を
力強く支援する手当です。

◆ 支給対象者

① 平成 19 年４月２日以降に生まれた児童（18 歳以下【 令和 7 年度高校３年生 】）の保護者
　・令和７年９月 30 日時点で住民基本台帳に登録のある令和７年９月分の児童手当支
　　給対象児童を養育する保護者
② 令和 7 年 10 月 1 日から令和８年９月 30 日までに出生した新生児の保護者

◆ 支給方法

　  対象となる保護者には、町から給付内容や確認事項が書かれた確認書が届き
 　ます。確認書が届きましたら、下記の内容を確認してください。

【 確認内容  】
・ 記載された手当振込口座の内容に誤りがないか。
  （医療費助成の受給口座が記載してあります）
・ 記載された対象児童に誤りがないか。
　内容に誤りがなく、手当受給拒否の意思がない場合の手続きは不要です。

　指定の日に手当を振り込みます。

※ 手当振込口座が解約等をしている場合は、手当振込口座変更の届出書を提出し
　 てください。
※ 手当受給を拒否される場合は、受給拒否の届出書を提出してください。

◆ 届出期間

　届出書の届出期間は、確認書発送日から 14 日以内です。
　※期間内に届出がない場合は指定の日に手当を確認書に記載した口座に振り
　込みます。

◆ 支給額

　 児童１人あたり現金２万円

◆ その他

　　令和７年 9 月 30 日を基準日としています。その日以降におおい町に転入し
　てこられた世帯は、転入前の市町村から手当が支給されます。
　　おおい町に住所を有する公務員に対しても確認書を送付し、記載した町の
　医療費助成の受給口座に振り込みますので、申請等は必要ありません。

「物価高対応子育て応援手当」を給付します！

住民窓口課  ☎ 77-4053問おおい町
子育て応援手当について
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小浜税務署　☎ 0770-52-1008問

　受付内容については、町申告会場では受付できないものがありますのでご注意をお願いします。

■ 開設期間　２月１６日（月）～３月１６日（月）
■ 受付時間　９時 から １２時３０分まで（午後からの相談受付は行いません）
■ 入場方法　入場には「入場整理券」が必要です。
　　　　　　 「入場整理券」は国税庁 LINE 公式アカウントから事前発行または会場で当日配布します。
● ご自身のスマートフォンとマイナンバーカードを使い、申告書を作成します。（スマートフォン所有者）

　 マイナンバーカードをお持ちの人はご持参ください。２種類の暗証番号も必要です。

　 ※暗証番号①利用者証明用電子証明書（数字４桁）、②署名用電子証明書（英数字６～１６文字）

国税庁 LINE
公式アカウント

令和７年分所得税確定申告・令和７年分所得税確定申告・
令和８年度住民税申告のお知らせ令和８年度住民税申告のお知らせ

● 総合町民センター　２階　第２会議室

　２月１６日（月）～２０日（金）、３月５日（木）～６日（金）、３月９日（月）～１３日（金）
　３月１６日（月）
● 里山文化交流センター　リハーサル室

　２月２４日「１３時開始」（火）～２７日（金）、３月２日（月）～４日（水）
※注意点

・初めて確定申告をする人で、利用者識別番号を取得されていない場合は、町での受付ができませんの   
　で税務署または e-tax での申告をお願いします。
・２月２４日（火）は、午後のみの受付となりますので、ご注意ください。
・土日祝日は受付しておりません。
・受付時間は、午前は９時から１１時、午後は１時から４時までとなっています。
・税理士、税務署の派遣はありませんので、ご注意ください。
・申告相談は、税務地籍課窓口では受け付けませんので、各会場にお越しください。

◆ 受付会場について

◆ 受付内容について

・ 事業所得 （農業 ・ 漁業 ・ 営業等）

・ 不動産所得

・ 給与、 年金所得

・ 雑所得 （報酬等）

・ 一時所得

・ 扶養控除

・ 社会保険料、 生命保険料控除

・ 医療費控除

・ 寄付金控除 （ふるさと納税等）

・ 住宅ローン控除 （２年目分以降）　　　　等

・ 青色申告

・ 準確定申告 （その年に亡くなった人の所得金

額、 税額を計算して申告すること）

・ 初年目分の住宅ローン控除

・ 譲渡所得 （土地 ・ 建物 ・ 株式等）

・ 配当所得、 損益通算、 繰越控除

・ 過年分 （令和６年分以前） 確定申告および修正申告

・ 山林所得

・事業所得については収支内訳書を、医療費控除については医療費控除の明細書を、それぞれ事前
作成のうえ、申告会場にお越しください。
・受付できないものについては、小浜税務署への相談・受付をお願いします。

〇 受付できるもの × 受付できないもの

◆ 小浜税務署での申告相談

税務地籍課　☎ 77-4052問

令和８年１月１日から運用スタート！
林野火災を防ぐ

「林野火災注意報」「林野火災警報」
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　林野火災の出火原因の多くは、人的要因によるものです。一人ひとりが注意
することで防ぐことができます。
　令和８年１月１日から、林野火災の予防上危険な気象状況になった場合は、段階
に応じて、「林野火災注意報」、「林野火災警報」を発令し、防火指導の強化や火の使
用制限の徹底等を行います。

令和８年１月１日から運用スタート！
林野火災を防ぐ

消防署からのお知らせ

「林野火災注意報」「林野火災警報」

　　・防火指導の強化とは？
　消防職員は、火災の発生のおそれがある行為の禁止、停止もしくは制限など必要な
措置をとるべきことを命令することができます。
　命令に従わなかった者または火の使用制限に違反した者は、消防法違反となります。
30 万円以下の罰金または拘留の罰則が適用される場合があります。

　　・火災警報（林野火災警報を含む）発令時の火の使用制限とは？
　① 山林、原野等において火入れをしない。
　② 火薬類（花火等）を消費しない。
　③ 屋外において火遊びまたは、たき火をしない。
　④ 屋外においては、引火性または爆発性の物品その他の可燃物の付近で喫煙をしない。
　⑤ 山林、原野等の場所においては、喫煙をしない。
　⑥ 残火（たばこの吸い殻を含む）、灰または火粉を始末する。
　⑦ 屋内において裸火（マッチやライターなど）を使用するときは、窓、出入り口
　　 等を閉じて行う。

たき火の届出について
　たき火など屋外での火の取り扱いには、事前に消防
署 へ の 届 出 が 必 要 と な る 場 合 が あ り ま す。「 た き 火 」
とは屋外で火をたく形態一般のことを言います。また、
野焼きは原則禁止されていますので、刈草やごみは燃
やさないでください。
　たき火をする場合は、監視人を置き、消火の準備を
してください。また、日没までに焼却を終え、完全に
消火してください。
　たき火に該当しない場合でも周囲に迷惑となる行為

（煙・臭い等）は違法となります。

たき火に該当すると
　考えられる行為（イメージ）

たき火に該当しないと
考えられる行為（イメージ）

若狭消防署大飯分署　　☎ 0770-77-0119問
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地
域
おこし散

歩

     ciiki okoshi

まちづくりアイデアコンテスト活動報告

　

駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
交
通
手
段
の
不

足
と
い
う
２
次
交
通
の
課
題
に
着
目
し
、

今
年
度
、
高
校
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
模

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
２
次

交
通
と
は
、
駅
や
空
港
な
ど
の
１
次
交
通

か
ら
学
校
や
観
光
地
な
ど
の
目
的
地
ま
で

の
交
通
手
段
（
路
線
バ
ス
や
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
な
ど
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

６
月
12
日
、
学
生
た
ち
は
若
狭
高
校
の

授
業
に
参
加
し
、
高
校
生
と
一
緒
に
２
次

交
通
の
必
要
性
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
た
。
９
月
27
日
に
は
模
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
S
E
E 

S
E
A 

P
A
R
K

で
開
催
し
、
大
学
生
が
制
作
し
た
立
体
模

型
を
活
用
し
な
が
ら
町
に
欲
し
い
施
設
や

交
通
手
段
に
つ
い
て
町
内
外
か
ら
訪
れ
る

人
た
ち
の
意
見
を
集
め
た
。

　

高
校
生
や
参
加
者
か
ら
集
ま
っ
た
意
見

に
は
「
普
段
、
車
で
移
動
し
て
ば
か
り
だ

と
気
づ
い
た
」「
名
田
庄
と
大
飯
地
域
を
結

昨年度の 「まちづくりアイデアコンテスト」

で入賞した 4 つの学生チームが、 今年度、

ア イ デ ア の 実 行 に 取 り 組 み ま し た。 今 月 の

地 域 お こ し 散 歩 で は、 学 生 た ち が 地 域 の

方 々 と 協 働 し な が ら 歩 ん だ 一 年 間 の 活 動

の軌跡を紹介します。

ぶ
バ
ス
が
ほ
し
い
」、「
お
酒
を
飲
ん
で
い

て
も
徒
歩
以
外
で
帰
る
手
段
が
あ
れ
ば
」

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
学
生
た

ち
は
翌
日
、
町
内
を
歩
き
な
が
ら
現
場
調

査
を
行
っ
た
。

　

活
動
報
告
発
表
会
で
は
、
彼
ら
の
発
表

を
受
け
、
昨
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査

員
を
務
め
た
福
井
県
立
大
学
の
佐
々
井
教

授
か
ら
は
「
私
も
み
な
さ
ん
と
問
題
意
識

が
同
じ
で
、
生
活
の
足
と
な
る
２
次
交
通

が
町
の
一
番
の
課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
そ
の
テ
ー
マ
で
高
校
生
を
巻
き
込

み
な
が
ら
一
緒
に
議
論
で
き
た
こ
と
は
有

意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
時
間
を
か
け
て
町
民
の
み
な
さ

ん
に
も
浸
透
し
て
い
く
な
か
で
、
解
決
可

能
だ
と
い
う
勇
気
づ
け
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
の
講
評
が
あ
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
活
動
を
通
し
、「
小
さ
な
お

子
さ
ん
や
高
校
生
、
親
世
代
の
方
々
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
多
様
な
世
代
と
意

見
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
」「
町
の
未

来
に
対
し
て
楽
し
そ
う
に
想
像
し
て
い
た

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
た
。

最
優
秀
賞
：
関
西
大
学
都
市
設
計
研
究
室

　

若
者
世
代
に
お
お
い
町
の
魅
力
を
届

け
る
た
め
、
T
i
k
T
o
k
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。
提
案
時

に
は
町
民
参
加
型
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
構

想
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は
学
生
自
身

が
町
を
訪
れ
、
動
画
を
撮
影
・
編
集
・

投
稿
す
る
形
へ
と
変
更
し
た
。

　

学
生
チ
ー
ム
は
６
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
計
４
回
お
お
い
町
を
訪
問
し

た
。
飲
食
店
や
観
光
施
設
、
自
然
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
取
材
し
、
撮
影
し
た

素
材
を
も
と
に
20
本
以
上
の
動
画
を

T
i
k
T
o
k
へ
と
投
稿
し
た
。
総
い

優
秀
賞
：
お
お
！
い
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
近
畿
大
学
）

◆ 活動報告発表会（令和７年１１月２９日）
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い
ね
数
は
１
０
１
０
件
、
総
再
生
回
数
は

３
６
９
２
８
回
を
記
録
し
、
特
に
グ
ル
メ

系
の
動
画
が
好
評
だ
っ
た
と
報
告
し
た
。

一
方
で
、
学
生
た
ち
は
「
平
均
視
聴
時
間

が
数
秒
と
短
く
、
継
続
視
聴
を
促
す
こ

と
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
」「
バ
ズ
る
メ

ソ
ッ
ド
を
掴
む
の
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
」
と
課
題
も
あ
げ
、
今
後
は
動
画
を
残

し
続
け
る
こ
と
で
検
索
に
お
け
る
効
果

を
継
続
さ
せ
た
い
と
語
っ
た
。

　

中
塚
町
長
は
「
T
i
k
T
o
k
で
『
お

お
い
町
』
と
検
索
す
る
と
、
今
回
の
動

画
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
は
一
つ
の
実
績

で
す
。
若
年
層
に
訴
求
す
る
情
報
発
信
は

大
事
な
部
分
な
の
で
、
バ
ズ
る
た
め
の

T
i
k
T
o
k
の
傾
向
を
掘
り
下
げ
て
、

今
後
も
知
恵
を
借
り
ら
れ
た
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
」
と
講
評
し
、期
待
を
寄
せ
た
。

おおい町まちづくりアイデアコンテスト

おお！いいまちづくり

https://lit.link/ooiimachizukuri

作成したTikTokの動画を

ご覧いただけます！

　

自
然
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク

ス
体
験
を
提
案
す
る
た
め
、
紙
媒
体
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
デ
ジ

タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
と
は
、
ス
マ
ホ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
機
器
か
ら
距
離
を
置
き
、
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
こ
と
。
提
案
時

に
は
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
構
想
し
て
い
た

が
、
今
年
度
は
行
動
を
促
す
き
っ
か
け
と

し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
に
方
針
を
変

更
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
お
お
い
町
観
光
協
会
の

小
牧
氏
の
協
力
の
も
と
、
８
月
に
２
回

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
町
内
４
つ
の
宿
を
拠
点
と
し

た
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
体
験
を
紹
介
す

る
構
成
で
、
制
作
を
行
っ
た
。

　

中
塚
町
長
は
「
心
と
向
き
合
う
デ
ジ
タ

ル
デ
ト
ッ
ク
ス
体
験
に
期
待
し
て
い
た
の

で
、
今
回
は
網
羅
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

な
っ
て
少
し
残
念
に
感
じ
ま
し
た
。
パ
ン

特
別
賞
：
片
岡
出
版
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
近
畿
大
学
）

フ
レ
ッ
ト
の
中
に
は
『
誰
に
も
邪
魔
さ
れ

な
い
自
分
た
ち
だ
け
の
空
間
』
と
い
う
言

葉
が
あ
り
、
興
味
を
引
か
れ
ま
し
た
」
と

の
感
想
を
述
べ
た
。
協
力
者
の
小
牧
氏

は
「
町
民
の
方
々
と
も
関
わ
り
な
が
ら
作

り
あ
げ
て
く
れ
た
の
で
、
み
な
さ
ん
は
お

お
い
町
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ

た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で

頑
張
っ
て
い
た
姿
を
見
て
い
た
の
で
、
完

成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
と
き
は

感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し
、
感
謝
を
伝
え

た
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
町
で
は
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
な

ど
、
町
外
で
は
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配

布
さ
れ
る
予
定
だ
。

特
別
賞
：
お
お
い
に
お
い
で
や
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
近
畿
大
学
）

　

小
学
校
を
活
用
す
る
年
間
イ
ベ
ン
ト

を
提
案
し
、
今
年
度
は
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に

特
化
し
て
実
施
し
た
。
８
月
９
日
に
青
戸

ベ
イ
サ
イ
ド
ヒ
ル
ズ
で
開
催
し
た
竹
水

鉄
砲
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
52
名
、

８
月
24
日
に
本
郷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
し
た
竹
水
鉄
砲
合
戦
「
び
し
ょ
ぬ

れ
合
戦
」
で
は
38
名
が
参
加
し
た
。

　

竹
の
伐
採
か
ら
竹
水
鉄
砲
の
加
工
ま

で
、
住
民
の
方
々
に
多
大
な
協
力
を
得
な

が
ら
準
備
を
進
め
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は

環
境
学
習
と
体
験
を
組
み
合
わ
せ
、
竹
が

環
境
に
与
え
る
影
響
を
学
び
な
が
ら
工

作
や
水
合
戦
を
楽
し
む
機
会
を
提
供
し

た
。
参
加
者
は
町
内
だ
け
で
な
く
小
浜

市
や
舞
鶴
市
か
ら
も
訪
れ
、
小
さ
な
子

ど
も
か
ら
保
護
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の

交
流
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

　

中
塚
町
長
は
「
参
加
者
目
線
の
評
価

だ
け
で
な
く
、
準
備
段
階
か
ら
当
日
ま

で
多
く
の
人
と
交
流
し
、
学
生
た
ち
が

得
た
も
の
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
の
温
か
さ
や
触
れ
合

い
と
い
っ
た
、
人
間
が
本
質
的
に
求
め

て
い
る
も
の
を
大
事
に
さ
れ
た
取
り
組

み
だ
っ
た
」
と
講
評
し
た
。
学
生
た
ち

は
、
こ
の
取
り
組
み
が
定
期
開
催
化
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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「
今
年
は
丙ひ

の
え
う
ま午

」
と
は
⁉

名田庄診療所長　中村伸一

　

今
年
は
60
年
ぶ
り
の
「
丙ひ
の
え
う
ま午

」
で

す
。
と
こ
ろ
で
、
丙
午
っ
て
い
っ
た

い
な
ん
な
の
で
し
ょ
う
？

　

そ
も
そ
も
干え

と支
は
、
十じ
っ
か
ん干
と

十じ
ゅ
う
に
し

二
支
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
十
干

は
「
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・

壬
・
癸
」
の
10
種
類
で
す
が
、
五
行

思
想
に
結
び
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
２
つ

ず
つ
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の

５
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
十
二
支

は
言
う
ま
で
も
な
く
「
子
・
丑
・
寅
・

卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・

亥
」
の
12
種
類
な
の
で
、
干
支
は
５

×
12
＝
60
種
類
と
な
り
ま
す
。

　

う
ま
年
の
「
う
ま
」
は
「
馬
」
で

は
な
く
「
午
」
と
書
き
ま
す
よ
ね
。

な
ぜ
「
馬
」
な
の
に
、「
牛
」
と
よ
く

似
た
文
字
の
「
午
」
と
書
く
の
か
？

ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
感
じ
で
す
。
干

支
は
時
刻
と
関
係
が
あ
り
、
昔
は
、

24
時
間
を
２
時
間
ず
つ
に
区
切
っ
た

「
十
二
時
辰
」
と
い
う
時
刻
の
数
え
方

を
し
て
い
ま
し
た
。
十
二
支
の
最
初

の
「
子
」
は
23
時
〜
１
時
に
あ
た
り

ま
す
。
次
の
「
丑
」
が
１
時
〜
３
時

で
す
。
真
夜
中
で
幽
霊
が
出
る
と
さ

れ
る
「
丑う
し
み
つ
ど
き

三
つ
時
」
は
丑
を
さ
ら
に

い
っ
た
神
の
使
い
と
し
て
の
役
割
が

あ
り
、
③
戦
国
時
代
は
勝
利
を
も
た

ら
す
存
在
で
あ
り
、
④
「
馬
九
行
久

（
う
ま
く
い
く
）」
は
ま
さ
に
縁
起
の

よ
い
語
呂
合
わ
せ
で
す
。

　

最
高
の
縁
起
物
が
「
左ひ
だ
り
う
ま馬

」
で
す
。

う
ま
を
逆
さ
読
み
す

る
と「
ま
う（
舞
う
）」

と
な
り
、
祝
い
事
、

開
運
、
商
売
繁
盛
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
60
年
ぶ
り
の
丙ひ
の
え
う
ま午
で
す
が
、

「
丙
午
の
女
性
は
気
性
が
激
し
く
、
夫

が
苦
労
す
る
」
と
い
う
迷
信
が
あ
り

ま
す
。
江
戸
時
代
の
放
火
で
有
名
な

八
百
屋
お
七
が
丙
午
の
生
ま
れ
だ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
ら
し
い
で
す
。

　

現
代
に
置
き
換
え
る
と
、
今
か
ら

60
年
前
（
1
9
6
6
年
・
昭
和
41
年
）

に
生
ま
れ
た
女
性
の
有
名
人
は
小
泉

今
日
子
さ
ん
、
斉
藤
由
貴
さ
ん
、
国

生
さ
ゆ
り
さ
ん
、
皇
室
で
は
紀
子
さ

ま
で
す
。
あ
っ
、小
室
佳
代
さ
ん
（
眞

子
さ
ま
の
夫
で
あ
る
小
室
圭
さ
ん
の

母
親
）
も
丙
午
で
し
た
。
こ
れ
に
関

し
て
、
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
が
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」

と
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

４
分
割
し
た
３
番
目
、
つ
ま
り
２
時

〜
２
時
30
分
を
指
し
ま
す
。
ま
さ
に

真
夜
中
で
す
ね
。

　

そ
う
や
っ
て
順
番
に
２
時
間
毎
に

区
切
る
と
、
７
番
目
の
干
支
の
「
午
」

は
11
時
〜
13
時
に
あ
た
り
ま
す
。
午

の
ど
真
ん
中
が
「
正
午
」
で
、
そ
れ

よ
り
前
が
「
午
前
」、
後
が
「
午
後
」

と
な
る
の
は
、
な
る
ほ
ど
理
解
で
き

ま
す
ね
。

　

午
（
馬
）
と
い
う
の
は
縁
起
が
よ

い
動
物
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

①
前
へ
進
む
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
成

長
、
発
展
、
飛
躍
の
象
徴
と
さ
れ
、

②
神
社
で
絵
馬
に
想
い
を
込
め
る
と

※ 発熱や喉の痛みなど風邪症状で診療を希望される方は必ず事前に電話予約をお願いします。

こ
ち
ら

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所
で
す
で
す

　

寒
い
時
期
が
続
き
、
手
足
が
冷
え
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
は
ど
う
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
末
端
冷
え
性

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　

末
端
冷
え
性
と
は
、
暑
さ
寒
さ
に
関
わ

ら
ず
、
血
の
巡
り
が
弱
く
な
り
、
心
臓
か

ら
遠
い
手
や
足
の
先
ま
で
暖
か
い
血
液
が

届
き
に
く
く
な
っ
て
手
や
足
の
先
が
冷
た

く
感
じ
る
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
加

齢
に
よ
る
も
の
、
運
動
不
足
、
食
生
活
に

よ
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

改
善
方
法
の
１
つ
と
し
て
無
理
の
な
い

適
度
な
運
動
が
大
切
で
す
。①
足
首
を
ゆ
っ

く
り
と
回
す
。
②
足
首
を
上
下
に
動
か
す
。

③
足
の
指
を
曲
げ
て
伸
ば
す
。
④
手
を

グ
ー
・
パ
ー
と
開
閉
す
る
。
⑤
そ
の
場
で

軽
く
足
踏
み
を
す
る
。
な
ど
を
１
日
数
回

行
い
ま
し
ょ
う
。
呼
吸
を
止
め
ず
、
痛
く

な
ら
な
い
範
囲
で
続
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
ま
た
運
動
に
加
え
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
で
、
血
液
の
流

れ
が
よ
く
な
り
、
血
圧
に
も
良
い
影
響
が

あ
り
ま
す
。

　

寒
い
時
期
こ
そ
体
を
動
か
す
習
慣
を
作

り
、
健
康
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

～ 

末
端
冷
え
症
と
は 

～　
　
　
　
　
　
　

理
学
療
法
士　
　

荒
木 

義
光

なごみ診療所

　〒 919-2111

　　おおい町本郷９２-５１-１

　☎ 77-2753　  Fax77-2276

診療受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午 

前 8：30 ～ 11：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
休  

診午 

後
13：30 ～ 16：00 ○ ○ ○ ○ ○ 休  

診16：00 ～ 18：00 ○ ○
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地域包括支援センター通信通信

高齢者緊急通報体制整備事業について高齢者緊急通報体制整備事業について

～お問い合わせ先～
地域包括支援センター　　　☎７７ー２７７０

　町では、ひとり暮らし高齢者等の通報を緊急時に迅速かつ適切に対応
できる、緊急通報装置の貸与 ( 利用料無料 ) を行っています。

【対象】（1）７０歳以上のひとり暮らし世帯
　　　 （2）介護認定を受けた人を含む７０歳以上の高齢者のみの世帯
　　　 （3）身体障がい者手帳をお持ちの人と７０歳以上の高齢者のみの世帯

　この事業は、緊急通報装置や人感センサー等を利用者の自宅に設置し、緊急時には、
ボタンを押して連絡することが出来ます。また、異常を検知した場合に状況を把握し、
救急車の出動要請等を行います。事前に登録いただいた緊急連絡者に連絡を行うことが
でき、情報の共有をスムーズに行うことができます。

◆ 2 月の高齢者福祉相談日について

・日時　２月１９日（木）　９時３０分～１１時３０分
・場所　保健福祉センターなごみ、あっとほ～むいきいき館
介護や福祉のことで気に掛かることがあればお気軽にお越しください。

【緊急通報装置】

　緊急通報装置は、基本的に自宅の固定電話を利用して設置しますが、携帯電話の回線
を利用した装置も導入しておりますので、携帯電話の電波が届く地域であれば、固定電
話がない方でも利用することができます。
　装置の設置を検討される方はお気軽に下記までご相談ください。

【 出動要請までのイメージ図 】

【通報受信】
監視センター

緊急通報装置で通話または
本人の携帯電話に連絡

緊急時緊急時
消防本部に緊急車両の

出動要請・対応

本人の
応答なし

通報通報

緊急連絡者
に電話

警備員訪問

監視センターに
状況報告

応答あり

応答なし

緊急時緊急時

出動出動

あっとほ～むいきいき館　　☎６７ー２０００

本人の
応答あり
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　100 歳を迎えられた子末津る子さんを中塚町長が
慶祝訪問しました。子末さんはお祝いの花束などを受
け取り、ご家族や施設の職員から温かい祝福を受けま
した。（1 月 13 日（火）　保健福祉センターなごみ）

　古
ふるいし

石末
す え こ

子さんが、12 年間にわたり福井県連合婦人会の理事
を務めるなど、婦人会活動推進や地域貢献活動等の社会教育
の振興に寄与したことが認められ、令和７年度福井県教育功
労者表彰を授与されました。（12月15日（月）　おおい町役場）

　令和 7 年 12 月 20 日（土）に、オペラ歌手の

小野寺光さん、ピアニストの林直樹さんによる、

0 歳から入れるオペラコンサート「はじめまして、

オペラ！」を総合町民センターで開催しました。

　「おにのパンツ」で有名な「フニクリ・フニクラ」

から始まり、会場は 1 曲目から愉快な雰囲気に♪

　後半は楽しく聴きごたえのある「もう飛ぶまい

ぞこの蝶々」「おいらは鳥刺し」などのオペラ曲

を披露してくださいました。

　会場にはお子さんもたくさん来てくださり、自

由にオペラを楽しむ姿が見られました。小野寺さ

ん、林さん、素晴らしい音楽をありがとうござい

ました！ Bravo! VIVA!

「はじめまして、オペラ！」

を開催しました

　「わかさスマイルプロジェクト」がまちづくり支援事業
を活用し、おしごと体験イベント「キッズおしごとフェス
タ！」を SEE SEA PARK で開催し、大変賑わいました。

（12 月 6 日（土）　SEE SEA PARK）
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い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
全
体
に

暖
か
め
の
年
で
夏
は
し
ん
ど
い
と
思

い
ま
す
。
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。』

　

い
か
が
で
し
ょ
う
？
お
役
に
立
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
は
け
っ
こ
う

い
け
て
た
な
と
一
人
で
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
あ
ら

か
じ
め
予
想
で
き
た
ら
便
利
で
す
よ

ね
。

【
節
分
】

　

立
春
の
前
の
日
が
節
分
で
す
。
旧

暦
の
時
代
は
立
春
か
ら
新
年
と
す
る

考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
冬
か
ら
春
へ

と
季
節
が
変
わ
り
、
そ
の
節
目
に
邪

気
を
祓
っ
て
新
年
の
幸
福
を
願
う

「
豆
ま
き
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

豆
に
は
魔
除
け
の
力
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
家
長
や
年
男
が
家
中
や
家
の

外
へ
向
け
て
豆
を
ま
き
ま
す
。
縁
起

物
で
す
か
ら
歳
の
数
だ
け
豆
を
ワ
シ

ワ
シ
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
「
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
道
の
駅
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
・
道
の
駅
名
田
庄
に

て
販
売
中
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

※
旧
暦
の
日
付
は
漢
数
字
、
新
暦
の

日
付
は
英
数
字
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

（
一
社
）
南
太
平
洋
協
会
公
認

旧
暦
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

中
村
賢
一

【
謹
賀
新
年
】

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
旧
暦
の
元
日
は
昨
年
の
閏
の

影
響
で
、
今
年
は
２
月
17
日
へ
と
ズ

レ
込
ん
で
遅
め
で
す
。
来
月
再
度
の

お
正
月
で
す
。

　

昨
年
は
閏
年
、
し
か
も
最
も
暑
い

と
さ
れ
る
水
無
月
が
閏
に
な
っ
た
こ

と
で
、
注
意
喚
起
の
意
味
も
込
め
て

細
か
い
目
に
さ
ま
ざ
ま
書
い
て
き
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
今
年
は
平
年
に
向

か
う
年
な
の
で
ゆ
っ
た
り
目
に
書
い

て
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

【
答
え
合
わ
せ
（
笑
）】

　

ふ
と
昨
年
は
何
を
書
い
た
か
な
と

思
っ
て
令
和
７
年
の
２
月
号
を
読
ん

で
み
た
ら
、
昨
年
の
天
候
予
測
を
書

い
て
ま
し
た
の
で
コ
ピ
ペ
を
ば
。

『
春
は
早
め
に
訪
れ
、
夏
は
閏
六
月
が

入
る
の
で
厳
し
い
暑
さ
が
長
く
な
り

残
暑
に
。
秋
は
短
め
か
な
？
冬
の
入

り
は
遅
れ
て
年
内
は
暖
か
そ
う
、
と

あ
る
ん
だ
ろ
う
、
と
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
い
つ
も
の
よ
う
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
Ａ
Ｉ
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

「
積
雪
の
意
義
と
は
」

❆

天
然
の
ダ
ム
。
雪
解
け
水
と
な
り
、
一
気

に
流
出
す
る
こ
と
な
く
徐
々
に
大
地
を
潤
す
。

（
な
る
ほ
ど
。）

❆

空
気
の
浄
化
。
雪
が
降
る
過
程
で
空
気
中

の
塵
や
ほ
こ
り
を
か
ら
め
と
り
、
空
気
が
澄

む
効
果
が
あ
る
。（
へ
え
〜
。）

❆

地
中
の
保
温
。
積
雪
は
断
熱
材
の
役
割
を

果
た
し
、
気
温
の
急
激
な
低
下
を
防
ぐ
こ
と

で
、
土
壌
中
の
生
物
や
植
物
の
根
を
寒
さ
か

ら
守
る
。（
な
ん
と
！
）

　

自
然
現
象
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
ゃ
ん
と
必
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
私
の
思
い

は
何
と
も
薄
ペ
ラ
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
と
知
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
、
グ
ッ
と

冷
え
込
ん
だ
ん
朝
は
、10
セ
ン
チ
以
上
積
も
っ

て
い
ま
せ
ん
よ
う
に
と
、
祈
る
よ
う
に
カ
ー

テ
ン
を
開
け
る
の
で
す
。

　

名
田
庄
に
引
っ
越
し
て
き
て
初
め
て
の
雪
。

そ
れ
は
突
然
や
っ
て
き
ま
し
た
。
12
月
の
最
初

の
日
曜
日
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
グ
ッ
と
冷

え
込
ん
だ
朝
。カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
び
っ
く
り
。

一
晩
で
世
界
が
一
変
。
銀
世
界
。

「
わ
あ
、
す
ご
い
。
綺
麗
！
」

　

で
も
、
景
色
に
感
動
し
た
の
は
、
そ
の
一
瞬

だ
け
。
ま
だ
雪
か
き
用
の
ス
コ
ッ
プ
も
用
意
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
日
は
一
日
中
、
家

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

雪
が
積
も
る
と
、
車
を
出
す
の
も
、
ひ
と
仕

事
。
家
に
帰
っ
て
き
て
、
車
を
止
め
る
の
も
、

ひ
と
仕
事
。
さ
ら
に
、
山
の
仕
事
は
３
倍
く
ら

い
疲
れ
て
、
半
分
も
進
ま
な
い
。

　

雪
か
き
の
労
働
は
、
体
に
応
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
気
持
ち
も
萎
え
て
し
ま
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
一
生
懸
命
か
い
た
の
に
、
無
情
に
も
翌
日

は
同
じ
よ
う
に
積
も
っ
て
い
る
。
全
く
嫌
に
な

る
。
非
生
産
的
な
極
み
で
す
。

　

先
輩
た
ち
に
聞
く
と
、
昔
は
若
狭
で
も
、
２

階
の
窓
か
ら
出
入
り
し
た
豪
雪
の
時
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。雪
は
恐
ろ
し
い
。雪
で
犠
牲
に
な
っ

た
人
も
多
い
の
で
す
。

　

雪
は
、
自
然
界
に
お
い
て
、
い
っ
た
い
何
の

役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
。
何
故
雪
が
降
る
必
要
が

お
お
い
事
、
ひ
と
り
言

お
お
い
事
、
ひ
と
り
言

◆ 

積
も
る
雪

ＮＰＯ法人森林楽校・森んこ 
代表　萩原茂男
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本郷公民館
（総合町民センター）☎ 77-1140

大飯図書館・郷土史料館
☎ 77-2820

はっちゃん先生とあそぼう♪
25 日（水）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏
対象　0 歳からの乳幼児と保護者
内容　絵本の読み聞かせとわらべ歌あそびをします。

サークル紹介 ハーモニーおおい

あたまいきいき音読の会
18 日（水）10:00 ～ 10:45
対象　70 歳以上
内容　昔話、古典名作、詩などを参加者全員で声に出して読みます。
定員　10 名　※要申込 ／ 持ち物　飲み物

おおい町公式ホームページで
随時公民館・図書館情報を
発信中です！！詳しくは、
こちらのＱＲコードを
読み取ってください。

コーラスグループ『ハーモニーおおい』は、結成４０周年を迎えました。
歌うことが大好きで、毎週１回、秋の町民文化祭や若狭合唱協会（ＷＣＡ）
の発表会に向けて練習しています。
また、町内の介護施設や敬老会でなつかしい歌や唱歌などを
歌わせてもらっています。私たちと一緒に歌ってみたいと
思った方は、気軽に見学にお越しください。
練習場所：総合町民センター　大ホール／３階スタジオ
練習日時：毎週木曜日　13:30 ～ 15:00

NIGHT YOGA ～中級
6 日（金）19:30 ～ 20:30
講師　Rina. 氏（abrit sunmile Rina/YOGA）
内容　少しレベルアップの YOGA ポーズで体の歪みなどを整えます。
対象　教室生 　／ 持ち物　ヨガマット・飲み物

ハーブキャンドルを作ろう
15 日（日）10:00 ～ 12:00　
講師　濱瀬　実希子 氏（～華海琴～ハナミコト）
内容　数種類のハーブを使ってキャンドルを作ります。
定員　10 名 ／ 参加費　2,500 円（材料費含む） 
持ち物　エプロン・プラスチックスプーン・
                   ピンセット・割りばし・保冷バッグ（持ち帰り用）

申込はこちら↓

伝承料理教室
3 月 1 日（日）13:30 ～ 15:30　※申込開始　1 月 30 日（金）
講師　小原　ひとみ 氏
内容　焼き鯖の五目寿司とでっちようかんを作ります。
定員　12 名（3 名で 1 つの調理台を使います）
参加費　800 円（材料費含む） 
持ち物　お米 1 合・エプロン・マスク・三角巾・
　　　　タッパー（持ち帰り用）

申込はこちら↓

生涯学習推進委員募集！
対象　本郷地区にお住まいの 15 歳以上の人
内容　公民館職員と一緒にイベントや教室等の企画・運営を
　　　行います。詳しくは本郷公民館まで！
定員　10 名以内
任期　令和 8 年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日（再任可）

【お知らせ】～文化財防ぎょ訓練を実施します～
実施日　15 日（日）
時　間　9:00 ～ 11:00（終了予定）
場　所　意足寺（万願寺）
※サイレンを鳴らしますが、訓練ですのでお間違いのない
ようにご注意ください。

←町民文化祭での歌唱

↑びわの木での歌唱

【10年後の手紙～大切なあなたへ～】
　　　　　　　　　　　　　エピソード募集
　おおい町文化協会では、10 年前の平成 27 年に町制施行 10 周
年記念イベントとして、「10 年後の手紙」を募集し、10 年間保
管してきました。それを 10 年後にあたる昨年 11 月にそれぞれ
の宛先に発送しました。
　現在、10 年後の手紙を受け取られた方々の、エピソードや感
想などを募集中です。大切な人から手紙が届いたときのエピソー
ドや感想、受け取られた手紙を持っての記念撮影など、ぜひお
寄せください。
締切　令和 8 年 1 月 30 日（金）

【問合せ先】おおい町文化協会事務局　☎ 77-1150
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2月
　

大島公民館
（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

し～まいるジム
7 日（土）9:00 ～ 12:00
講師　アクアマリンインストラクター
持ち物　飲み物・タオル
※自由に参加できます。

太極拳教室
17、24 日（火）10:00 ～ 11:30
講師　山下　暢以知 氏
内容　太極拳の動きを学びます。
定員　10 名 
参加費　200 円（2 回分）
持ち物　動きやすい服装・厚底ではない運動靴

名田庄公民館
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

名田庄図書館
☎ 67-3703

布小物教室（全 2 回）
14、21 日（土）13:30 ～ 16:00
講師　橋元　幸子 氏
内容　布で端午の節句をモチーフにした作品をつくります。
定員　10 名程度
参加費　2,600 円（材料費含む）
持ち物　裁縫道具

脳トレ・マージャン教室
25 日（水）13:30 ～ 15:30
内容　脳の活性化と仲間作りに。初心者のための教室です。
定員　16 名 
参加費　100 円

バドミントン教室
13、20、27 日（金）19:00 ～ 20:00
講師　菅原　美穂 氏、石崎　典子 氏
対象　大島小児童
内容　バドミントンを学びます。
参加費　50 円 ／ 持ち物　飲み物・タオル

アンブレラマーカー作り教室
14 日（土）10:00 ～ 11:30
講師　永野　由香 氏（ブルーフラッグアカデミー＋）
内容　自分の傘の目印となるキーホルダーを作ります。
定員　10 名  ／ 参加費　1,100 円（材料費含む）

茶道教室
10 日（火）14:00 ～ 15:00
講師　白玉会
対象　大島小 1 年生～ 3 年生
内容　お茶のたて方とマナーを学びます。

グラウンドゴルフ教室
1 日（日）13:30 ～ 16:30
講師　高砂グラウンドゴルフ同好会
内容　グラウンドゴルフを学びます。
定員　15 名 ／ 参加費　100 円 ／ 持ち物　飲み物

ディンプルアート教室
28 日（土）13:30 ～ 15:00
講師　上尾　真理 氏（ディンプルアート普及協会認定講師）
対象　親子
内容　三日月の形のプレートに色を塗り、ステンドグラスのよ
　　　うな作品を作ります。
定員　6 組 ／ 参加費　1,600 円（材料費含む）
持ち物　汚れてもいい服装・アルコールアレ
                 ルギーの方は薄手の手袋

佐分利公民館
（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

ルーシーダットン＆ストレッチポール教室
22 日（日）11:00 ～ 12:00
講師　稲田　由佳子 氏
内容　タイ式ヨガとストレッチポールで体を整えます。
定員　10 名 
参加費　100 円
持ち物　ヨガマット・タオル・飲み物

布絵本の会
4 日（水）13:30 ～ 16:00
内容　名田庄図書館に置く布
             絵本を作ります。
　　　（図書館ボランティア）
　　　※随時メンバーを募集
                 しています .

おはなしのへやとミニ工作
1 日（日）11:00 ～ 11:30
対象　幼児～小学 3 年生
　　    （幼児は保護者同伴）
内容　絵本の読み聞かせと簡
             単な工作をします。

出張図書館
20 日（金）11:00 ～ 11:30
場所　あっとほ～むいきいき館  
内容　本の貸出をします。

読書会「源氏物語を読む会」
12 日（木）13:30 ～ 15:00
テキスト　『平安人の心で「源氏
 物語」を読む』　山本淳子 / 著
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若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
保
健
課

 

☎
0
7
7
0
・
52
・
1
3
0
1

問

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
　
福
さ
と

 

　
　 

☎
0
7
7
6
・
50
・
3
6
7
2

問 Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
て
里
親
制
度

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
て
里
親
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
家
庭
に
迎
え
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
里
親
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

・
対
象

　

３
月
７
日
（
土
）

　

10
時
～
11
時
30
分

・
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

■
内
容

・
里
親
制
度
の
説
明

・
県
内
の
里
親
さ
ん
の
養
育
体
験
談

　

登
録
ま
で
の
流
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
や
不
安
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
申
込

・
締
切

　

名
前
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
い
ず
れ
か
の

方
法
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

①
二
次
元
コ
ー
ド

②
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
福
さ
と
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
イ
ベ
ン
ト
予
約
」

・
２
月
27
日
（
金
）
締
切

里親支援センター
福さと

学
校
教
育
課
　
☎
77
・
1
1
5
0

問

進
学
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
下
期
申

進
学
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
下
期
申

請
受
付
開
始
に
つ
い
て

請
受
付
開
始
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
進
学
サ
ポ
ー
ト
給
付

金
の
下
期
申
請
に
つ
い
て
、
受
付
を

開
始
し
ま
す
の
で
、
給
付
を
希
望
さ

れ
る
人
は
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
請
期
間
内
に
申
請
い
た

だ
け
な
い
場
合
、
ま
た
給
付
要
件
を

満
た
さ
な
い
場
合
は
、
給
付
金
の
給

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■ 
申
請
期
間

下
期
申
請
：
２
月
16
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　

３
月
15
日
（
日
）
ま
で

※
申
請
後
の
申
請
書
類
等
の
不
備

（
修
正
・
添
付
書
類
の
不
足
）
に
つ

い
て
は
、
３
月
25
日
（
水
）
を
提
出

締
切
と
し
ま
す
。

■ 

受
給
対
象
者

　

サ
ポ
ー
ト
給
付
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
対
象
者
は
、
次
に
掲
げ

る
要
件
を
全
て
満
た
す
保
護
者
等
で

す
。

① 

申
請
時
に
お
い
て
町
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

② 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■ 

申
請
書
類
等

　

申
請
書
類
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
室
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
に
は
住
民
票
、
保
護
者

等
の
納
税
証
明
書
、
学
生
の
在
学
証
明

書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
※
添
付
書
類
は
全
て
申
請
期
間
内
の
日
付
）

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

進学サポート
給付金

町
長
の
名
前
を
騙
る
メ
ー
ル
等
に

町
長
の
名
前
を
騙
る
メ
ー
ル
等
に

つ
い
て

つ
い
て

　

皆
さ
ん
の
お
悩
み
事
に
関
し
て
、

専
門
家
（
弁
護
士
、
精
神
科
医
、
臨

床
心
理
士
、
保
健
師
等
）
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■ 

日
時

　

３
月
７
日
（
土
）
９
時
～
12
時

■ 

場
所

　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
福
井
県
小
浜
市
四
谷
町
３
ー
10
）

■ 

相
談
内
容

・
法
律
に
関
す
る
こ
と

・
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

・
生
活
困
窮
、
自
立
支
援
に
向
け
た
就

労
に
関
す
る
こ
と

・
ひ
き
こ
も
り
、
介
護
、
子
育
て
に
関

す
る
こ
と
な
ど

■ 

予
約
連
絡
先

・
０
７
７
０

・

52

・

１
３
０
１

　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
保
健
課

　
　
（
予
約
締
め
切
り　

３
月
５
日
）

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
複
数
の
専
門
家
に
相

談
も
可
能
で
す
。

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会

　

最
近
、
町
長
の
名
前
を
騙か
た

る
不
審
な

メ
ー
ル
等
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
町
長
が
案
内
し
て
い
る
」な
ど
と
い
っ

た
内
容
で
、
返
信
や
ク
リ
ッ
ク
を
促
す
も

の
で
あ
り
、
す
ぐ
に
内
容
を
信
用
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
審
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し

た
場
合
は
、
返
信
や
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
個
人
情
報
の
提
供
は

行
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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お お い 情 報 局お お い 情 報 局

す
こ
や
か
健
康
課  
☎
77
・
1
1
5
5

問

人権悩みごと相談人権悩みごと相談

総合町民センター

2月18日㈬ 10時～12時

日頃の悩みごと、いじめ、
不登校、体罰、その他人権
に 関 す る 相 談 に 人 権 擁 護
委員が応じます。相談は無
料 で 秘 密 は 固 く 守 ら れ ま
すのでご安心ください。

人　身 1 件
死　 者 0 人
傷　 者 1 人
物　 損 147 件

内交通事故発生状況
（2025 年１月１日～ 12 月 31 日）町

死亡事故 0
ゼロ

継続日数 
 1346 日

(2025 年 12 月 31 日時点 )

す
こ
や
か
健
康
課  

☎
77
・
1
1
5
5

問 帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に
つ
い
て

不
妊
治
療
費
の
助
成
申
請
は
お
早
め
に

不
妊
治
療
費
の
助
成
申
請
は
お
早
め
に

　

今
年
度
の
定
期
接
種
対
象
者
（
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
以
上
の
人
）

お
よ
び
任
意
接
種
を
申
し
込
ま
れ
た

人
に
つ
い
て
、
予
診
票
・
助
成
券
の

使
用
期
限
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
の
で
、
期
限
内
に
接
種
を
完

了
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
接
種
で
す

が
、
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
を
選
択
さ

れ
た
場
合
は
、
２
回
接
種
（
接
種
間

隔
は
２
か
月
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
接
種
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人

で
、
や
む
を
え
ず
期
限
内
に
接
種
が

完
了
で
き
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

令
和
７
年
度
の
不
妊
治
療
費
に
か

か
る
町
の
助
成
は
、
令
和
８
年
３
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
の
手
続
き

を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
日
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

　

不
妊
治
療
に
要
す
る
検
査
費
お
よ

び
診
療
費
（
令
和
７
年
度
分
）　

●
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

（
次
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
人
）

①
治
療
開
始
時
点
に
お
い
て
法
律
上

の
婚
姻
関
係
ま
た
は
事
実
婚
関
係
に

あ
り
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
、
お
お

い
町
に
１
年
以
上
住
所
が
あ
る
人

②
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
に
よ
っ

て
は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
又

は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ

れ
た
人

③
各
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

④
町
税
の
滞
納
が
な
い
人

おおい町
不妊治療助成事業

住
所
・
名
前
の
変
更
登
記
が
義
務
化

住
所
・
名
前
の
変
更
登
記
が
義
務
化

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
不
動
産
の

所
有
者
（
所
有
権
の
登
記
名
義
人
）
は
、

住
所
や
氏
名
・
名
称
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
の
日
か
ら
２
年
以
内
に
変
更

の
登
記
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
法
人
所
有
の
不
動
産
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。

　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
そ
の
申
請

を
怠
っ
た
時
、
５
万
円
以
下
の
過
料
が

科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
も
前
に
住

所
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
も
義
務
化

の
対
象
と
な
る
た
め
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で
に
変
更
登
記
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
法
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
勤
労
者
お
よ
び
就
業
者
を

対
象
に
、
低
利
で
生
活
支
援
金
等
の

貸
し
付
け
を
行
う
制
度
で
す
。

■ 

融
資
限
度
額

・
融
資
期
間

　

２
０
０
万
円
・
７
年
以
内

■ 

融
資
利
率

　

① 

３
年
以
内　
　
　
　

2.4
％

　

② 

３
年
超
７
年
以
内　

2.8
％

■ 

融
資
条
件
等

　

町
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
、

融
資
金
の
返
還
能
力
を
有
す
る
個
人

（
事
業
資
金
は
対
象
外
）

※
詳
し
く
は
、
取
扱
金
融
機
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おおい町
生活安定資金等融資

制度のご案内

小
浜
信
用
金
庫
（
大
飯
支
店
）

　
　
　
　
　
☎
77
・
1
1
2
2

北
陸
労
働
金
庫
（
小
浜
支
店
）

　
　
　
　
　
☎
52
・
1
9
4
6

問 生
活
安
定
資
金
等
融
資
制
度
の
ご
案
内

生
活
安
定
資
金
等
融
資
制
度
の
ご
案
内

法務省
住所等変更登記

の義務化

1717



大飯発電所大飯発電所とぴっくすとぴっくす

中学生を対象に野球教室を実施しました
　11 月 29 日（土）、大飯中学校グラウンドで、大飯・名田庄中学校野球部員が所属してい

る野球チーム「UNIONS」の選手を対象に、三菱重工 West 野球部による野球教室が開催

されました。

　当日は、三菱重工 West 野球部選手の丁寧な指導のもと、ポジション別練習やバッティ

ング練習等を行い、午後からは 2 チームに分かれて紅白戦が行われました。

　参加した「UNIONS」の選手は、アドバイスを聞いた上で、技術レベルアップに取り組み、

活気のある野球教室となりました。

　大飯発電所は、今後も地域住民との交流やふれあいを大切にし、さまざまな取り組みを

行うこととしています。

防災通信防災通信

地震災害から身を守るために！
　自宅または屋内で地震が発生した時、下記の事を意識しましょう！

１　出口と身の安全を確保

　・窓やドアを開け出口を確保する。

　・丈夫なテーブルや机の下などに避難する。

２　火の始末、電源オフは揺れがおさまってから

　・火事の発生を防止する。

　　（元栓を閉める。電化製品のプラグを抜く）

３　室内を歩くときは靴で

　・割れたもので足をケガしないように。

　　（避難や生活に支障が生じるため）

４　入浴中や就寝中でもあわてずに

　・入浴中は浴室のドアがしまらないように。

　・寝ているときは布団などで頭を保護する。
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な ご みな ご み

いきいきいきいき ２２戸籍の 窓窓 （敬称略）（敬称略）

 月月
中学生を対象に野球教室を実施しました

■  すくすく広場＆マザーズカフェ

　保健福祉センター なごみ　　　　    12 日㈭      10：00 ～

　あっとほ～むいきいき館　　　                 13 日㈮      10：00 ～

■  乳幼児健診　※対象者には通知します。

　保健福祉センター なごみ　　　           　4 日㈬      13：00 ～

　保健福祉センター なごみ　　 　         20 日㈮      13：00 ～

■  離乳食教室　※対象者には通知します。

　保健福祉センターなごみ　　 　          18 日㈬      10：00 ～

　保健福祉センターなごみ　　 　          19 日㈭      10：00 ～

　あっとほ～むいきいき館　　 　          27 日㈮      10：00 ～

■  親子あそびの教室ぐんぐん

　保健福祉センター なごみ　　 　            3 日㈫         9：30 ～

■  ことばとあそびの広場はぐはぐ

　保健福祉センター なごみ　　 　         10 日㈫      10：00 ～

■  ストレッチと筋力アップの教室（要予約）

　保健福祉センターなごみ　　 　          21 日㈯      10：00 ～

　あっとほ～むいきいき館　　  　         28 日㈯      10：00 ～

■   健康相談

　保健福祉センター なごみ　    　   毎週木曜日        9：30 ～

　あっとほ～む いきいき館　　       毎週木曜日        9：30 ～

■問い合わせ

○保健福祉センターなごみ　すこやか健康課 　☎ 77-1155

○あっとほ～むいきいき館 　  　   保健福祉室　 ☎ 67-2000

休日救急医療機関休日救急医療機関 小浜病院

休日在宅当番医休日在宅当番医

  1 日（日）なごみ診療所        8 日（日）常藤内科医院
11 日（水）若狭高浜病院       15 日（日）堀口医院
22 日（日）若狭高浜病院      23 日（月）なごみ診療所
診療時間：9 時～ 17 時

令和 7 年 12 月 1 日から
令和 7 年 12 月 31 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

      名前       　 性別　   保護者  　           住所

長谷川　希
のぞみ

　　  女　 　竜也・栄　　　  岡田

井ノ本　都
つ む ぎ

麦 　 女　 　峻己・有美　　  大島（西村区）

天谷　星
せ お

旺　 　 男　 　研治・仁美　  　本郷（２区）

荒木　芙
ふ ゆ

祐　 　 女　 　奏太・寿々香　  本郷（７区）

村松　柊
しゅうま

磨　 　 男　 　直樹・久美子  　尾内

田中　あさ　 　 女　 　弘大・美星　  　名田庄三重

    名前         　　　 年齢   　　   性別　　 住所

浦松　利文　　　 　82 歳 　    男  　   野尻

木原　久枝　　　　 86 歳 　    女  　   川上

的場　京子　　　　 84 歳 　    女  　   名田庄西谷

猿橋　日出子　　　 87 歳 　    女  　   本郷（５区）

福田　堅二　　　　 94 歳 　    男  　   名田庄下

長田　治夫　　　　 83 歳 　    男  　   万願寺

松村　ハナエ　　　 96 歳 　    女  　   名田庄納田終
ごめい福をお祈りします。

まちの人口！
令和 8 年 1 月１日現在　　（　）は前月比

　総人口　　7,601 人  　   （－　７）
　　男　　　3,760 人  　　（－　３）
　　女　　　3,841 人  　　（－　４）
　世帯数　　3,275 世帯　　（　－　）

【 出生 】　　７人　　【 死亡 】　　７人
【 転入 】　１７人　　【 転出 】　２４人

ご誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

たかさご
       名前  （　）は旧姓 　         住所　

荻生　貫　　　　　　　　　　愛知県
（下中）　倫花　　　　　　   　名田庄久坂　　
今村　稜都　　　　　　　　　本郷（１４区）

（山田）　希　　　　　　　   　本郷（１４区）
ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

住民窓口課　☎ 77-4053問

（令和 7 年 12 月 1 日～ 12 月 31 日）

町の公式 SNS が絶賛稼働中です！

町政情報やイベント情報などを、迅速に
発 信 す る た め に 公 式 SNS を 運 用 し て い
ます。ぜひ、情報収集にご活用ください！
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編
集

　
ま

ち
づ

く
り

課
　

TEL 0770-77-4051　
FAX 0770-77-1289　

E-m
ail m

achizukuri@
tow

n.ohi.lg.jp　
発

行
　

福
井

県
お

お
い

町
　

〒
919-2111　

福
井

県
大

飯
郡

お
お

い
町

本
郷

136-1-1

◆
令

和
8

年
 1

月
27

日

広
報

広
報

カメラでスケッチに掲載す
ることができなかった行事
などをご紹介します！

① 防犯うみりんサンタ
　（12 月 4 日、10 日　町内こども園）
② ドレス・タキシード試着撮影会
　（12 月 13 日（土）　こども家族館）

③ 名田庄太鼓保存会勇粋連　年越し太鼓
　（12 月 31 日～ 1 月 1 日　名田庄地域）
④ おおい町交通安全祈願祭
　（1 月 15 日（木）　総合町民センター）

「おーいこにおチャンネル」
　　　　　　　　第二弾を公開しました！

　「呼ばれて飛び出ておーいこにおチャンネル」は
おおい町出身のお笑い芸人飯めしあがれこにおさん
が体をはって町を PR する体験型情報番組です。
　第二弾となる今回は、絶景を求めて全長約 100㎞
の名田庄トレイルルートにこにおさんが
挑戦⁉
ぜひ、ご視聴とチャンネル登録をお願い
します。 動画はコチラ↑


